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 要 旨 

目的： 

遺伝子検査のリスクと利益について信じていること、態度、そして優先順位は、遺伝子

検査を受ける被験者の意思決定にとっては重要である。この研究の目的は、アフリカ系ア

メリカ人においてほかの多因子的な疾患と比較して、アルコール依存症のための遺伝子テ

ストの重要性を認識しているかを評価することである。 

方法： 

258 人（男性 99 人・女性 159 人、年齢 39.39±14.62 歳）の参加者に対して Genetic 

Psycho-Social Implications（GPSI）質問紙（アルコール依存の仮定的の遺伝子検査につい

て精神・社会的ないくつかの点を評価する）を用いて実施した。回答者は、がんの調査と

同様にアルコール依存症の調査は重要だと認識しているグループと全く認識していないグ

ループの 2 つに分けられた。統計処理はχ二乗検定を使用し、9 個の GPSI の質問内容を使

用することで評価した。 

結果： 

86％に近い回答者がアルコール依存症の遺伝子テストは、がんの遺伝子テストと同様に

重要であることと信じていた。アルコール依存症とがんに関するスクリーニングの重要性

が同様であると思っている人々は、アルコール依存症というものが死に直結する疾患であ

るということを認識しており、遺伝子テストを受けることが健康に良い影響を及ぼすこと

を認識していた。 

結論： 

アフリカ系アメリカ人は、アルコール依存症の遺伝子検査の重要性について好意的な態

度と認識を有していた。アルコール依存症の遺伝子検査の重要性を認識することは、アル

コール依存症の重篤性、一般的な遺伝子的検査の有用性の認識と関連していた。 

 

 


